
  

 

 

  

 

 

 

 

 

  和庄中学校区では，小中学校の教職員が義務教育９年間で児童生徒を育てるという意識をもち，

児童生徒のよりよい成長・発達を目指した指導方法を工夫してきました。 

  今年度は，「主体的に学び，思考を働かせ表現する児童生徒の育成～思考を働かせ表現する場

をいかにつくるか～」を研究主題とし，これまでの「和庄中学校区授業モデル」を活用しながら，

教科等の本質に迫る「考える授業」づくりを進めていきます。そのために，小中学校で「教科・

授業モデル」「総合的な学習の時間」の２つの研究部会を組織します。その組織の中で，児童の

多様な思考の活性化につながる課題の工夫や対話の起こる表現活動の場の工夫，変容（成長）を

自覚する指導の工夫などについて，協議していきます。小中学校で連携しながら授業改善に取り

組むなかで，研究主題で描かれている姿を実現することを目指していきます。 

 

 

 

 

今年度も，中学生が母校に帰り，「あいさつ運動」を行いました。各校，ボランティアで中学

生が参加しました。懐かしい中学生のお兄さんやお姉さんの姿に，少し恥ずかしそうに，でも嬉

しそうに笑顔であいさつする小学生の姿が見られました。 

この母校での「あいさつ運動」は，小学生と中学生をつなぐ素敵な伝統のひとつになっていま

す。２学期にも予定し，中学生のかっこいいあいさつをお手本に，和庄中学校区全体のあいさつ

のレベルアップを図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 本年度，和庄中学校区では， 「主体的に学び，思考を働かせ表現する児童生徒の育成」を

研究主題とし，授業づくりをしています。 
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６月１９日（水）に第１回和庄中学校区小中一貫教育研究会を行いました。今回は和庄小学

校で授業を行い，研修しました。子どもたちは積極的に授業に参加し，自分の考えを説明して

いました。本時で付けたい力を教師が明確にもつことや教科の本質に迫る問いや活動の精選が

大切であることなど，今後取り組んでいきたいことを教職員間で話し合うことができました。 

今年度も広島文教大学教授，今崎浩先生に本中学校区の研究についてご指導いただきます。

また，呉市教育委員会からは，下正指導主事に参加していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度も中学校教諭の乗り入れ授業を実施しています。各小学校とも，今年度は第５学年と第６

学年の「体育科」の授業に，和庄中学校の保健体育科の教諭が週４時間出向き，小学校の担任とＴ

Ｔで授業を行っています。専門性を生かした指導をすることで，体育科の授業が充実し，児童も中

学校の先生に質問するなど意欲的に学習を進めています。 

２・３学期もオープンスクール・中学校入学へのガイダンスなどの行事で交流を深めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

和庄中学校区小中一貫教育の主な行事予定 

１０月１４日     和庄中学校オープンスクール（予定） 

１０月２１日・２２日 呉市小学校陸上記録会 和庄中学校区合同練習会（和庄中） 

１２月頃       クリーン活動（各校で実施） 

 １月下旬      中学校 自己表現指導 

２月頃       中学校入学説明会（和庄中） 

２月１７日     第２回和庄中学校区小中一貫教育研究会（和庄小） 

６年 算数科 
井場夕里菜教諭「分数÷分数」 

５年 総合的な学習の時間 

戸谷隼教諭「防災 守ろう！みんなの『いのち』」 

「教科・授業モデル部会」「総合的な学習
の時間・カリキュラムマップ部会」に分か

れての教員同士の研修 

広島文教大学 今崎教授 
による全教職員向けの講演 


